
 

 

 

 

 

 

 

「保護者 教育活動に関するアンケート」の結果を受けて  

  

１２月には、保護者の皆様に本校の今年度の教育活動を振り返り、「教育活動に関するアンケート」を

行っていただきました。皆様からは、貴重なご意見や率直なお考え、温かくも厳しい評価をいただきありが

とうございました。ご協力、本当にありがとうございました。  

  

  

１ 項目ごとの評価から （回答数２３４）※「当てはまる」が２５％以下の項目について  

■「学校は、子どもの英語の力が伸びるように授業に取り組んでいますか。」…２４％  

学級担任やＡＬＴのクリスチャン先生と一緒に、歌・ゲームや対話活動の中で英語表現を豊かに楽し

く学ぶ学習を行っています。児童が回答した「長良小の先生は、あなたの英語の力が伸びるように授業

に取り組んでいますか」の項目については、肯定的な回答が９３．１％（前年度８９．０％）ありまし

た。今後、お家の方にフィードバックできるように授業を工夫していきます。  

  

■「家庭で読書に親しんでいますか。」…２５％  

来年度も「わかば（読み聞かせ）」等PTAと連携をして、本の魅力に触れる機会を充実できるように

していきます。学校でも全校図書係を中心として本と親しむ取り組みをしていきます。  

  

■「子どもは、家庭で進んでお手伝いをしていますか。」…２５％  

生活科や家庭科の学習、学校での係活動、掃除の頑張りが、家庭でも広げていけるよう進んで活動で

きた時の気持ちよさや働くことの喜びを実感できるように指導していきます。ご家庭でも「おうちdeめ

あて・やくそくづくり」の取組などを生かし、家族の一員として子どもに任せ、できたことを価値付けて

いただけるとありがたいです。  

   

２ 自由記述から （意見の一部）  

■「『じがく』をもう少し進んで出来るように学校で声がけして欲しい。」  

家庭学習について、同様のご意見をいくつかいただきました。また、家庭学習の時間が減ったという

ご意見もいただきました。それぞれのお子さんにあった学習に家庭においても取り組めるように、学校

で毎日位置付いている「じがく」の時間で指導していきます。また、岐阜市が推奨している「スタディサ

プリ」も活用していき、基礎学力定着を図っていきます。  

  

令和７年２月 ２１日 

長良小学校                                   臨時号 

 

学校だより 

 

ながら   



■「紙配付のお知らせとスマート連絡帳でのお知らせの区別やかぶり、追加の注意点などがわか

りにくい。」  

市でも学校でも紙使用の削減に取り組んでおり、これまで紙で配付していたお知らせについても、ス

マート連絡帳を活用する機会を増やしています。このため、紙配付のお知らせとスマート連絡帳でのお

知らせが重複したり、追加の注意点がわかりにくくなってしまった点について、ご迷惑をおかけしまし

た。今後は、スマート連絡帳を基本としつつ、再度ご連絡を行う際には、加筆修正部分を明確にするよ

う努めます。  

■「冬季の体育の授業時に体操服の上にジャージ等上着を着ることを認めていただきたく思って

います。  

運動がしづらくなるような服装や、安全面での心配があるチャックやフード付きの服装は、体育の授

業では好ましくはありませんが、寒い中での運動場での授業については、状況に応じて対応ができるよ

う職員で共通理解を図ります。  

  

■「学力テスト2回目と3回目が近いので、もう少し間があるといいなあと思います。」  

学力テストの時期についてのご意見について、来年度の参考にさせていただきます。普段の学習はも

ちろんですが、学力テストに向けて事前の学習についてもしっかり取り組めるように指導していきま

す。  

  

■「いじめについてや道徳での人との関わり方など学習はしていると思いますが、それが活かさ

れているかというと疑問に思うところがあります。先生方も精一杯子どもたちに目を向けてく

ださっているのは分かりますが、どうしても把握しきれない事があるのは仕方ないと思います。

子どもたちがもっと人の気持ちを考えられる、想像できるようになってほしいと思います。」  

子どもたち一人ひとりが人の気持ちを考えて行動できる思いやりのある心豊かな子に育っていくこと

を学校職員も願い尽力しているところです。特に、仲間の気持ちを考えられるよう、機会をとらえて丁

寧に指導しています。お子さんは、「ここタン」を使って毎日「今のこころの様子」や「悩みを聞いて

ほしい」と職員に伝えています。しかし、悩みを伝えられない子もいることを考慮し、どんな悩みでも

先生たちが受け止めることや、話しやすい先生に相談してもよいことを今後も周知していきます。気持

ちの変化を捉えたときには、そのサインを見逃さないよう取り組んでいきます。ご家庭におかれまして

も、今後もお子さんが他の人の気持ちを考えて行動できるよう、お力添えをお願いします。  

 

 

※全てのご意見にお答えする形にはなっておりませんが、いただいたご意見は、

全職員や地域・PTAが参加されるコミュニティスクールで共有し、可能な範

囲で対応させていただきます。ありがとうございました。  
 


